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令和３年度 第２回 関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和３年９月１４日（火）１３：３０～１５：００ 

関東森林管理局 ３階小会議室及び各委員事務室等（書面及び WEB 会議) 

 

２ 議題 

  （１）各地域の木材需給動向 

  （２）その他 

 

３ 検討結果 

各地域の木材需給の動向や各委員からの意見等を総合的に勘案した結果、今後の国有林材の供給は

前倒し販売が可能な物件の公売時期の前倒しを含めた立木販売の計画的実施や、素材生産請負事業の

計画的かつ着実な実施による原木の確実な供給により、木材の安定供給を図る必要がある。 

なお、関東森林管理局においては、今後も各地の木材需給動向や市況を注視し、地域の状況を踏まえ

た的確な供給に取り組むため、引き続き関係業界等からの情報収集を行い、大きな動きがあれば臨時の

供給調整検討委員会の開催を含め対応されたい。 

 

４ 概要（状況報告等） 

（１） 各地域の木材需給動向について 

○ 原木、製材品供荷動きは好調だが、人員と設備の影響で生産量が増えないため、販売量、在庫量

共に横ばいとなっている。価格は柱適材を中心に高騰しており、製材品は高値横ばいとなっている

が、原木はまだ上昇中である。 

 

○ 入荷は、虫害やカビ等の不安により減少傾向にあるが全体的に荷動きは良好である。虫害やカ

ビ等により杉柱適材及び中目材はやや値を下げている。桧土台用については、不足感があり高値

を継続している。合板の動きは良く、在庫は通常の半分くらい。合板、ラミナ、梱包材などに不

足感がある。 

 

○ 原木の入荷は順調である。製材品は、６月までに比べると不足感は緩和したが、全体的な品薄

状態に変わりはない様子である。杉 KD柱角は４月以降高騰し、１年前と比較して２倍以上であ

る（その他の製材品も、品目によっては外材の価格上昇につられ上昇しているものがある）。 

 

○ 原木不足の状況が続いており、天候が定まらず雨の中の伐出作業が難航している。原木価格 

は杉３ｍ柱取りで 18,000 円～19,000 円、製材品価格は杉 KD材３ｍ柱で 100,000 円など。 

 

○ 原木は全樹種において月を追うごとに価格上昇中であり、盆休暇・大雨の影響により生産低調で

入荷状況は会社毎によって異なる。製材品の荷動きは好調であるが、在庫は低水準のままで一層苦

しい状況になりつつある。外材は船運賃の高騰などにより強含みの推移となっている。 

 

○ 杉原木価格は５月にピークとなってからやや落ち着きをみせていたが、８月から強含みとなっ

ている。桧は６月のピーク後も高値を維持している。８月は平年比較で杉は約 4,000 円高、桧は

約 10,000 円高の状況となっている。 



 

○ 原木の荷動きは活発で、需要量に対して供給量が追い付かない状態が続いている、特に桧４ｍ

土台用原木は入荷量が少なく逼迫している。また、合板材用原木も荷動きがよく、唐松材が品薄

状態になっている。 

 

○ お盆から続く長雨で現場作業が進まず、虫害も目立っている。原木は７月に少し値を下げた

が、８月に入り品不足もあったことで値が戻り、横ばい推移となっている。 

 

○ 入荷は天候に関係なく順調であるが、最近は多少落ち着いてきた。杉３ｍ柱適材に関しては、

若干の強気配感がある。桧３ｍ柱適材は保合だが、４ｍ土台用・中目材に関しては、不安定な状

況である。今後虫害材がなくなれば、価格は上がってくると思われる。 

 

○ 製材用原木の月別入荷量は増加し、最近のピークに近い水準であり、増産余地は少なくなって

いると推察される。製材品の出荷量も同様の動きになっている。また米国の先物価格は以前の水

準に戻った様子である。短中期的には価格の高い状況が続く想定であるが、コロナの感染拡大が

沈静化すれば概ね以前の状態に戻ると考えており、高騰が５年・10年続くかと言われれば懐疑的

である。 

 

 

（２）その他 

○ 欧州材価格が下げに向わなければ国産材も現状維持であると考えている。住宅メーカーの一部

で間柱や野縁に LVL を使い始めており、輸入 LVL にはハコヤナギやアカシアが使われているが、

ノン JAS 品のため強度や耐久性に不安がある。また、接着剤もどんな物が使われているかわから

ない。 

 

○ 製材品の増産については、乾燥功程の兼ね合いからほとんど余力は無い。また、製材品価格高騰

の影響が原木価格へあまり反映されていないが、これは、需要のある製材品の品目が東日本と西日

本で異なるという背景もあるのではないかと考えている。 

 

 ○ 皆伐による出材増加に伴い再造林作業が生じる。民有林所有者は再造林費のコストが高く経費

がかかり増しになるためにあまり積極的に皆伐施業しない。そのため、森林整備事業による間伐

材を主として搬出している状況である。 

 

  ○ これまで実施していた立木販売の前倒しについては、非常に効果があったものと考える。今後

は、可能な物件があれば引き続き、早めの公売を実施してもらえればと考える。 

 

  ○ 市場の安定化を図るためには、国有林材の安定的な供給が不可欠であると考えている。 


